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第第
2525
期期  

農
業
委
員
会
委
員
が

農
業
委
員
会
委
員
が

��

決
ま
り
ま
し
た

決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
か
つ
て
の

公
選
制
か
ら
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
す
る
制
度
に
な
っ
て
お

り
、
第
23
期
農
業
委
員
会
委
員
か
ら

こ
の
制
度
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

第
24
期
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
（
令
和
5
年
7
月
19
日
）
に
伴

い
、
第
25
期
農
業
委
員
会
委
員
が
、

さ
る
6
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和

5
年
第
2
回
武
蔵
村
山
市
議
会
定
例

会
本
会
議
に
お
い
て
、
市
議
会
の
同

意
が
得
ら
れ
、
7
月
20
日
付
で
市
長

か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
5
年
第
1
回
農
業
委

員
会
臨
時
総
会
が
同
日
開
催
さ
れ
、

農
業
委
員
会
会
長
に
加
藤
武
委
員

が
、
会
長
職
務
代
理
者
に
乙
幡
昇
治

委
員
が
選
出
さ
れ
、
第
25
期
の
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

乙　幡　昇　治 委員
会長職務代理者

加　藤　　　武 委員
農業委員会会長

こ
の
た
び
、
第
25
期
農
業
委
員
会
委
員
皆

様
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
農
業
委

員
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
加
藤
武
で

ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
微
力
で
あ
り
ま
す
の
で
、
改
め

て
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
特
定
生

産
緑
地
の
指
定
に
よ
り
、
大
部
分
の
生
産
緑

地
が
特
定
生
産
緑
地
へ
と
切
替
わ
り
、
農
地

の
減
少
が
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
都
市
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
農
業
の
振
興
の
た

め
、
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
諸
団
体
並
び
に
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご

発
展
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶農

業
委
員
会
会
長

�

加
　
藤
　
　
武
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委員委員
�紹介�紹介

山 田 伸 一 委員

大 口 貴 司 委員
土地利用部会部会長

比留間孝明委員

川 口 広 敏 委員 中村眞由美委員 内 野 一 彦 委員
農業経営部会副部会長

髙 橋 文 雄 委員
総務部会副部会長

宮 﨑 義 憲 委員
農業経営部会部会長

比 留 間 望 委員
総務部会部会長

峰 岸 　 豊 委員
土地利用部会副部会長

荻 野 光 徳 委員

地
区
担
当
委
員

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
地
区
農
業
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区

区　
　
域

担　
当　
委　
員

東
部
地
区

鍛
冶
ヶ
谷
戸

内
野
一
彦
委
員

谷
津
・
入
り

髙
橋
文
雄
委
員

神
明
ヶ
谷
戸

峰
岸
　
豊
委
員

原
山
・
原
山
第
一

山
田
伸
一
委
員

中
部
地
区

萩
の
尾
・
市
外

加
藤
　
武
委
員

中
村
・
赤
堀

乙
幡
昇
治
委
員

横

田

荻
野
光
徳
委
員

馬

場

宮
﨑
義
憲
委
員

西
部
地
区

峰

比
留
間
孝
明
委
員

後

ヶ

谷

戸

川
口
広
敏
委
員

岸

・

宿

大
口
貴
司
委
員

残

堀

比
留
間
　
望
委
員

中
村
眞
由
美
委
員

氏　名
委員会役職名
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こ
の
た
び
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
令
和
5
年
7
月
19
日
を
も
っ
て

次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
多
大
な

る
功
績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

�
（
敬
称
略
）

波
多
野
雅
之　
　
森
谷　
常
夫

荒
幡　
善
政　
　
奥
住　
雄
一

安
彦　
祥
子　
　
加
園　
好
久

石
川　
裕
一

退
任
農
業
委
員

退
任
農
業
委
員

農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
開
催

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

栄
え
あ
る
受
賞
者

多
摩
開
墾
内
農
道
の
通

行
の
お
願
い

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連

合
会
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

多
摩
開
墾
内
の
道
路
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
通
る
大
切
な
道
路
で
す
。
道
路

で
は
優
し
い
運
転
に
心
が
け
て
い
た
だ

き
、
農
地
の
所
有
者
の
方
は
、
樹
木
等

が
道
路
に
出
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
刈
っ
た
草
な
ど
を

道
路
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
道

路
の
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の

で
、
気
に
な
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
２
６
）

令
和
5
年
2
月
16
日
（
木
）、
八
王

子
市
の
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ー
ル
八
王
子
に

お
い
て
第
64
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
東
京
農
業
の
確
立
に
関

す
る
要
望
、
都
市
農
業
の
振
興
と
都
市

農
地
保
全
に
関
す
る
要
望
、
農
業
委
員

会
活
動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決
議

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
表
彰
・
顕
彰
式
典
が

行
わ
れ
、
本
市
で
は
次
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

〇
農
業
功
労
者
表
彰

高
　
山
　
充
　
則
　
氏

令
和
5
年
2
月
3
日
（
金
）、
清
瀬

市
役
所
で
、
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
に
よ
る
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
内
野
晴
夫
氏

が
果
樹
部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
「
都
市
農
地
貸
借

法
・
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ

に
、
一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議

参
与
の
北
澤
俊
春
氏
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内 野 晴 夫 氏

法
令
等
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
等
）
で
、
認
可
さ
れ
た

設
備
を
使
わ
な
い
焼
却
は
、
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
外
的
に
植
木
・
農
作
物
の
病
害
虫

防
止
等
を
目
的
と
し
た
理
由
が
あ
れ
ば

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
（
※
）、

周
辺
か
ら
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
と
、
指

導
の
対
象
と
な
り
、
例
年
、
何
件
か
市

へ
連
絡
が
あ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場
合
は
、

天
候
や
風
向
き
を
考
慮
す
る
な
ど
、
周

辺
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

※
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
14
条
の
例
外
規
定
等
。

問　
産
業
観
光
課

（
内
線
２
２
６
）



4

全
国
農
業
新
聞
購
読
の

�

お
知
ら
せ

農
地
の
権
利
を
取
得

農
地
の
権
利
を
取
得

��

さ
れ
た
方
は
届
出
を

さ
れ
た
方
は
届
出
を

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

相
続
等
に
よ
り
新
た
に
農
地
の
権
利

者
と
な
っ
た
者
は
、
農
地
の
大
小
、
市

街
化
・
調
整
区
域
を
問
わ
ず
、
権
利
を

取
得
し
た
日
か
ら
10
か
月
以
内
に
農
業

委
員
会
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

未
届
け
や
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
に

は
10
万
円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
令
和
6
年
4
月
1
日
以
降

は
、
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
２
６
）

機
構
が
農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡
大

や
新
規
参
入
す
る
方
に
貸
し
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
事
業
の
こ
と
で
す
。

東
京
都
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業

会
議
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
利
用
権
設
定
や
農
地
法
に
よ

る
貸
借
に
加
え
、
新
し
い
仕
組
み
の
農

地
の
貸
借
方
法
で
す
。

農
地
の
貸
借
の
最
初
か
ら
最
後
ま

で
、
公
的
機
関
で
あ
る
機
構
が
間
に
入

る
の
で
、
貸
し
手
、
借
り
手
双
方
が
安

心
し
て
事
業
を
活
用
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

は
、
東
京
都
農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ

る
一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議

や
、
市
役
所
産
業
観
光
課
で
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
、
都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
に
よ
り
、
生
産
緑
地
（
市
街

化
区
域
内
農
地
）
の
貸
借
も
で
き
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議

（
電
話
０
３
―
３
３
７
０
―
３
０

４
７
）

産
業
観
光
課
（
内
線
２
２
６
）

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
を

農
業
者
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
農
業
者
（
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
に
限
る
）
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
年
金
で

す
。保

険
料
額
は
月
額
２
万
～
６
万
７
千

円
の
間
の
１
千
円
単
位
で
自
由
に
設

定
・
変
更
が
で
き
ま
す
。
支
払
う
保
険

料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な
る

節
税
効
果
の
高
い
公
的
年
金
で
す
。

ま
た
、
申
告
主
の
方
は
加
入
し
て
い

る
世
帯
員
の
保
険
料
を
か
わ
り
に
支
払

う
こ
と
が
で
き
、
贈
与
税
の
対
象
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
農
業
新
聞
は
全
国
農
業
会
議
所

が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

最
近
の
都
市
農
政
に
関
す
る
情
報
を

は
じ
め
、
家
族
が
楽
し
め
る
記
事
が
充

実
し
て
お
り
、
地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

や
話
題
等
が
紙
面
を
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

発
行
日　
毎
週
金
曜
日
発
行

購
読
料　
月　
７
０
０
円

申
し
込
み　
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
２
６
）

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
市
街
化

区
域
外
（
調
整
区
域
）
の
農
地
を
対
象

に
、
農
業
を
や
め
る
方
や
農
業
の
規
模

を
縮
小
す
る
方
か
ら
、
農
地
中
間
管
理

編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
５
類
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
色
々
な
制
限
が
な

く
な
り
、
日
常
の
活
動
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

各
地
の
観
光
地
で
は
、
外
国
人
観

光
客
も
戻
り
、
か
な
り
の
賑
わ
い
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
世
界
情
勢
や
円

安
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
や
資
材
費
等
の
高
騰
が
お
き
、

農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
価
格
が
落
ち
着
く
の
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

今
年
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
な

の
か
、
夏
に
記
録
的
な
暑
さ
が
続

き
、
農
作
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
が

出
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
が

続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
で
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

編
集
委
員	

比
留
間　

望
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加
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豊


